
 

（第２号様式）   
令和５年３月 31日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立愛川高等学校長  

令和４年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 17日実施） 

総合評価（３月 31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 

 
 
 
 
 
 
 
 
教育課程 
学習指導 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※ JSL=Japanese 
as a second 
language 

①確かな学力の
定着および学習
習慣の確立に向
けた取組を行
う。 
②自己肯定感と
コミュニケーシ
ョン力の向上を
目指し、一層の
授業改善を進め
る。 
③個々の能力・
状況に応じた学
習支援体制を整
える。 
④日本語を母語
としない (JSL
※)生徒に対し
ても確かな学力
の保証を図る。 

①生徒が「わか

る」「学力がつ

いた」と実感

し、自ら学習に

取組めるよう工

夫する。 

②授業改善を進

め、他者の考え

を取り入れた

り、協働したり

して問題解決に

取組めるように

する。 

①振り返り学習

を行い、基礎

的・基本的な知

識の定着を図

る。理解や定着

度に応じた教材

や課題設定を

し、生徒自らが

意欲的に取り組

む工夫をする。 

②授業展開の中

で、他者と意見

交換したりグル

ープ活動を行っ

たりすること

で、協働して問

題解決に取り組

む場面を増や

す。 

①生徒による授業
評価の項目「授業
の中で身に付いた
ことや、できるよ
うになったことを
実感することがで
きた」において、
評価４，３の計が
90％を越えるか。 

②生徒による授業

評価の項目「他の

人の考えを知るこ

とにより、新たな

気づきなど、自ら

の考えを広げ深め

ることができた」

において、評価

４，３の計が 80％

を越えるか。 

①左記の項目にお
いて２回の調査の
平均は、１年生
81%、２年生 77%、
３年生 84％であっ
た。例年よりやや
低く特に後半の落
ち込みが大きかっ
た。  
②左記の項目にお
いて２回の調査の
平均は、１年生
79%、２年生 75%、
３年生 84％であっ
た。こちらもバラ
つきがあるが、全
体として目標に近
づくことができ
た。 

①②とも学年ごと
の差が大きかっ
た。３年生は過去
２年間にあった分
散登校オンライン
授業が今年度はな
く、落ち着いて授
業に取り組めたと
考えられる。授業
方法の改善や評価
方法の見直しは継
続して行れている
が、より生徒の実
態にあった方法の
研究・実践を進め
る。 特に各学年
とも年度後半での
落ち込みが大きい
ので、生徒の様子
をよく観察し、臨
機応変に対応でき
るよう工夫が必要
である。 

〇年度後半での落ち
込みについて学年で
共有して次年度につ
なげて欲しい。 
〇授業評価の目標の
90%を超えることは
できていないが、比
較的高い数値を出し
ているため、引き続
き、目標クリアに向
けて工夫していただ
きたい。 
〇短時間でも授業に
集中させることはで
きないか。 
〇JSL 生徒に対する
学力の保証を図ると
いう４年間の目標が
あるが、１年間の目
標になっていない。
令和５年度は入れて
欲しい。 

①i-Unitの新たな方式による振
り返り学習は、生徒にとって取
組み易く 1 学期は想定以上の成
績をあげた。しかし、２学期以
降は例年と近い成績であったの
で、取組み内容や評価方法の見
直しをして改善したい。  
②授業研究や相互観察の工夫に
より、継続的に授業改善に取り
組んでいる。深い学びに結びつ
くような、他者との意見交換や
協働して問題解決するような場
面は、科目や単元によっても扱
いが変わるので、教科での情報
交換等により今後も工夫をして
いく。  
 

 

①i-Unitについては、端末の購
入が遅れたため、開始時が多少
混乱した。来年度は新入生(保
護者)に声掛けをし、早めの購
入をお願いする。また、繰り返
し学習のため、既習事項が多く
なり「新たな気づき」の場面は
多くなかったことが２学期以降
の成績に反映していることが考
えられる。生徒の興味関心を高
めるために義務教育段階の復習
にこだわらず、学習内容を精選
してく。 
②授業改善において他者の考え
を取り入れたり、協働したりし
て問題解決に取組めるようにす
るために教科会において定期的
な情報交換をする。 
◯来年度は JSL 生徒が多くなる
ため、基礎力定着へ向けて授業
展開等の工夫をすることで学習
を保障し、能力に応じた学習内
容を精査する。 

 

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

①地域の中の学
校として地域と
ともに規範意識
の向上を図り、
リーダーシップ
を育成する事で
コミュニケーシ
ョン能力の向上
を目指す。 
②個別支援を積
極的に推進し
個々に応じた指
導を行う。 
③中学校との連
携や交流を生か
し、部活動・学
校行事の活性化
を図る。 
④生徒の主体的
な学校行事への
取組を推進す
る。その活動を
通して自己肯定
感の醸成とコミ
ュニケーション
力の向上を図
る。 
 

①規範意識の醸
成と問題行動の
未 然 防 止 に 努
め、地域貢献で
きる人材を育成
する。 
②不登校等学校
生活に馴染めな
い生徒に対し外
部機関との協力
を通して個別支
援 を 進 め て い
く。 
③生徒会活動を
活性化し、中高
の交流を図り、
その活動を通し
て、生徒の自己
肯定感の醸成と
コミュニケーシ
ョン力の向上を
図る。 

①地域と積極的
に関わり規範意
識の向上を様々
な場面で学べる
ような場を作り
出していきた
い。 
 
②学校生活に馴
染めない生徒を
早めに見つけ出
し面談等繰り返
し行う事で出現
率を押さえてい
きたい。 
 
③生徒会本部を
中心とした、地
域や中学校との
交流活動を円滑
に進める。校内
においては、学
校行事を生徒の
主体性を重視し
た企画運営で行
い自己肯定感の
醸成を図る。 

①多くの関わりを
持つチャンスを作
り出すことができ
たか。 
 
 
②全職員が理解し
た上で対応策を協
議できたか 
 
 
 
 
③地域や中学校と
の多くの交流活動
ができたか。ま
た、行事の企画運
営で生徒が主体的
な活動をすること
ができ、自己肯定
感の醸成につなが
ったか。 

①地域から積極的
に関わりを持って
いただき様々な場
面で問題行動の未
然防止と規範意識
の向上につながっ
た。 
②生徒との面談の
回数を増やす事で
心配な生徒への声
かけを行うことが
できた。 
 
③生徒会本部を中
心に、文化祭での
新企画や体育祭で
の役員など、学校
行事で企画運営に
携わり、自己肯定
感の醸成につなが
った。コロナ禍の
緩和に伴い、バス
ケットボール部な
ど多くの部活動で
中学校との交流が
始った。 

①今後はその関わ
りを通して生徒側
から規範意識の向
上を目指すような
取組を促していき
たい。 
②定期的に面談を
行う事でより生徒
理解に努めるとと
もに外部機関と連
携をしながら個別
の支援を推し進め
ていきたい。 
③生徒会本部を中
心とした組織を活
性化し、リーダー
シップの取れる生
徒を育成していく
ことが今後の課題
となる。また、中
学校との積極的な
交流を行えるよう
に、新たな企画を
検討したい。 

〇粘り強い生徒指導
を今後も頑張って欲
しい。 
〇中学校との連携を
大事にしているが、
地域他のかかわりで
自分たちの必要性を
感じてもらうことが
必要。大事な取組で
ある。 
〇運動部文化部問わ
ず中学校との交流を
アピールすることで
興味の輪が広がるこ
とを期待していま
す。 
〇コロナ対策緩和で
生徒主体の新規格を
期待したい。 
〇部活動が活発にな
り、また愛川町一周
駅伝に参加するなど
活躍が素晴らしい。 

①継続することの大切さを理解
し地域との連携を積極的に行う
ことで規範意識の向上に努めて
いきたい。 
②定期的な面談を通してより積
極的に生徒理解に努める事がで
きた。また不登校生徒を初期段
階で確認し、家庭連絡を通して
解消することに努めた。 
③学校行事や部活動を通して、
生徒の自己肯定感の醸成につな
げることができた。また、地域
の中学校を招いての練習試合や
練習会など多くの交流をするこ
とができた。今後は、コロナ感
染対策が緩和されることで、さ
らに多くの部活動で様々な交流
をすることができる。 

①地域との連携を積極的に持て
るよう機会を作り出す事、また
生徒会などと協力して生徒自ら
規範意識の向上を目指すような
工夫をする。 
②今後も継続的に面談等を実施
するとともに外部機関との連携
も進める。 
③学校行事での生徒の役割を明
確にすることで、より活発に活
動をさせる。また、様々な中高
交流を展開するために、中学校
からの要望などに耳を傾ける。 
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３ 進路指導・支援 

①総合的な探究
の時間の活用を
含む地域と連携
した取組を用い
ながら、生徒の
３年間を見通し
た指導により、
自分の価値観を
見つめ、関心分
野を広げ深めた
上で、主体的に
希望する進路指
導を実現する。 

①総合的な探究
の時間の活用を
中心としたキャ
リア教育の推進
により将来を見
据えた進路選択
が可能となる進
路指導体制を確
立し、保護者を
含めた生徒のた
めの進路支援体
制を構築する。 

①総合的な探究
の時間の活用を
組織的に、かつ
継続的なものと
して構築する。
探究活動や成果
発表などの探究
の手法を進路決
定に活用する。 
また、保護者向
け説明会など保
護者の進路意識
を高める働きか
けを行い、生徒
とともに進路活
動を進める体制
を構築する。 
 

①生徒が自ら目標
を設定し、挑戦で
きたか。 
・総合的な探究の
時間を活用できた
か。 
・生徒の進路希望
の達成率 87％以上
を超えることがで
きたか。 
・保護者向けの進
路行事を構築でき
たか。 

①総合的な探究の
時間は１、２年生
ともに職業研究、
分野別研究を取り
入れた取組を行っ
た。３学年は 88％
が希望の進路を実
現できた。 
職員へは専門学校
の良し悪しを含め
た研修を行い、生
徒への進路指導の
一助とした。 
今年度は全学年の
保護者向けに進路
の決定・受験費用
の意識を高めるき
っかけの説明会を
行うことができ
た。 

①１、２年生向け
ガイダンスを校内
で行うことができ
たが、次年度は校
外研修も行い、よ
り豊富な体験をさ
せたい。 
進路希望達成率は
目標を達成できた
が、進学就職共に
学科試験を伴う試
験への準備につい
て、対策を行う必
要がある。 
保護者向け進路説
明会は、全体周知
が今後の課題であ
る。 

〇保護者が子どもの
進路に関心を持つこ
とはとても重要だと
思う。引き続き、進
路説明会等を充実さ
せて欲しい。 
〇進路希望達成度の
目標を達成したこと
は評価できる。基礎
学力を身に付かせる
ことは大事だが、探
究を通して主体的に
学ぶ姿勢が身に付く
となおよい。 

〇探究は一部の生徒ではあるが
外部での発表も経験でき、高評
価をいただけたが、大学や短大
との連携活動がうまく出来なか
った。今後より多く連携できる
よう工夫が必要である。 
〇しばらく休止していた校外学
習の実施にむけ、企画をしてい
く必要がある。 
〇保護者説明会を実施できた
が、参加率は良いとは言えず、
しっかりと全体周知することが
必要だと考える。 
〇生徒の進路実現に対する取組
は概ね良好であるが、特に就職
の生徒で９月から活動を始めら
れなかった生徒は、年明けまで
活動することになった。初期か
らしっかりと活動させることが
課題である。 

〇１年生での探究活動をより深
め、２年生で発表できるよう、
継続した学習計画をしっかりと
設定する。 
〇大学との連携についてはオン
ラインも含めて連携しやすい手
段を構築する。 
〇保護者説明会だけでなく、進
路通信なども利用し、保護者へ
情報提供をしていく。さらに、
保護者が来校する機会をうまく
活用できるよう、検討する 
〇夏休み中の会社見学を制限を
せず実施することで、意識の向
上を図る。また、近隣の企業に
も協力を仰ぎ、インターンシッ
プへの参加を増やし、自ら考え
選ぶ機会を増やしていく。 
 

４ 地域等との協働 

①学校運営協議
会を中心に地域
との協働を目指
す。また、地
域・学校協働本
部との連携を円
滑にし、学校外
の学修を推進す
る。 

①地域・学校協
働本部（明日楓
会）との連携を
密にし、地域交
流活動を活性化
し、その活動を
通して生徒の主
体性の醸成を図
る。 

①地域・学校協
働 本 部 と 連 携
し、学校と地域
との交流に重点
を置いた活動を
展開し、生徒会
や連携生を中心
としたボランテ
ィア活動やイン
ターンシップの
推進を図る。 

①生徒がボランテ
ィア活動やインタ
ーンシップに興味
を持ったか。地
域・学校協働本部
と連携して生徒の
支援を円滑にでき
たか。 

①地域連携サーク
ル、学校外の学
修、中高連携事業
を中心に、ボラン
ティア活動、イン
ターンシップ等で
地域交流が順調に
進められている。 

①次年度から、学
校外の学修の希望
者数減少が想定さ
れるため、今後
は、より明日楓会
との連携を深めて
生徒（参加者）募
集を進める必要が
ある。 

〇明日楓会との連携
など、地域との交流
を進める活動は愛川
高校のベースだと考
える。今後も大切に
してもらいたい。 
〇引き続き地域との
連携を行い、その中
で頑張った生徒を表
彰する制度を継続し
て欲しい。 

①地域・学校協働本部（明日楓
会）と連携を密にし、多くの生
徒が地域でのインターンシップ
やボランティアの活動を行っ
た。また、地域連携サークルの
活動において、連携生を中心と
した地域や中学校との交流を展
開した。 
今後のインターンシップやボ

ランティア活動は、生徒が積極
的に参加できるように、明日楓
会とさらなる連携を図っていく
必要がある 

①生徒の自己有用感の醸成のた
め、生徒が望むインターンシッ
プやボランティア活動の調査を
行う。また、ボランティア意識
の醸成のための講演会等を実施
する。さらに、地域連携サーク
ルの各部門の活動を活性化させ
る。 

５ 
学校管理 
学校運営 

①「学び続ける
教師、変化に対
応できる教師」
を目指し、事故
のない安全安心
な学校運営の推
進を図る。 
②地域との連携
を深めながら、
生徒にとって安
全安心な学校環
境を構築する。 

①不祥事防止に
向け未然防止に
重点を置き意識
啓発をし、安全
安心な学校運営
を行う。 
②地域との連携
を深めながら、
生徒・職員に対
する現実に即し
た防災研修を充
実させる。 

①不祥事防止の
定期的な啓発活
動により、事故
不祥事を他人事
にしない職員集
団をつくる。 
②ＦＧＣ員、地
域連携サークル
を中心に地域と
連携した防火防
災活動を行う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①事故不祥事を他
人事にしない研
修・啓発活動が実
施できたか。 
②連携した防火防
災活動が実施でき
たか。多くの生
徒・職員が参加で
きたか。 

①毎月の職員会議
で実施する不祥事
防止会議は、各グ
ループ会議を経て
行っていることか
ら理解が深まって
いる。また、多く
の職員が関わるこ
とから不祥事を他
人事にしない雰囲
気は定着してきて
いる。 
②コロナ禍の状況
で模索しながらの
活動ではあった
が、ほぼ通常通り
の消火訓練・ＤＩ
Ｇ訓練を行った。
一方、地域の防災
活動にはコロナの
影響による未実施
もあり、参加でき
なかった。 

①不祥事防止会議
について、他人事
にしない雰囲気の
更なる定着につな
げる取組をマンネ
リ化しないよう新
たに行う必要があ
る。 
②訓練は、より実
際を踏まえて実施
する必要がある。
地域連携では、ポ
ストコロナを見据
えた新たな形式を
含んだ活動を研究
する必要がある。 

〇日頃の先生方の努
力に頭が下がる。安
全安心な学校づくり
を今後も目指しても
らいたい。 
 

①多くの職員が講師をすること
で不祥事を他人事としない雰囲
気づくりができた。この方式と
なり２年目を迎え多少マンネリ
化した感がある。 
②ファイヤーガードクラブ活動
を始めとして、従来の年４回の
防災研修は実施できた。 
従来行われた地域と連携した活
動を可能な限り実施すると同時
に、ポストコロナの活動を地域
と協議を進めながら計画を立て
る必要がある。 

①職員会議時に行っている不祥
事防止会議のテーマを各グルー
プに委ね主体的な研修とする。 
②自治体や地域との連携・協力
をさらに進め、単純に以前に戻
るのではなく、時代に即して災
害時に的確な対応ができる体制
づくり・活動・訓練を推進す
る。 

 


